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ＸＸＩＩＩ 半減期と反応次数

【半減期】

［０次反応］

[Ａ] ＝ [Ａ] － ｋｔ （２３･１）o

[Ａ]o
（２３･２）τ ＝

２ｋ

［１次反応 (Ａ → Ｐ)］

[Ａ] ＝ [Ａ] exp(－ｋｔ) （２３･３）o

ln ２
（２３･４）τ ＝

ｋ

［２次反応 (２Ａ → Ｐ)］

１ １
（２３･５）－ ＝ ２ｋｔ

[Ａ] [Ａ]o

１
（２３･６）τ ＝

２ｋ[Ａ]o

［３次反応 (３Ａ → Ｐ)］

１ １
（２３･７）－ ＝ ６ｋｔ

２ ２([Ａ]) ([Ａ] )o

１
（２３･８）τ ＝

２２ｋ([Ａ] )o

［問２３・１］つぎに示す反応式と初濃度条件について，反応速度式，反応物"Ａ"の濃度の時間変化，及

び，反応物Ａの半減期 τ を与える式を，それぞれの反応物の初濃度と反応速度定数をもちいて記せ。

ａ）Ａ ＋ Ｂ → Ｐ [Ａ] ＝ [Ｂ]o o

ｂ）Ａ ＋ Ｂ → Ｐ [Ａ] ≠ [Ｂ]o o

ｃ）Ａ ＋ Ｂ → Ｐ [Ａ] ≪ [Ｂ]o o

ｄ）Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ → Ｐ [Ａ] ＝ [Ｂ] ＝ [Ｃ]o o o

ｅ）Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ → Ｐ [Ａ] ≪ [Ｂ] ， [Ｃ]o o o
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【反応次数の決定】

［積分法］

[Ａ] vs.ｔ ：０次反応 （２３･９）

ln[Ａ] vs.ｔ ：１次反応 （２３･１０）

１／[Ａ] vs.ｔ ：２次反応 （２３･１１）

２１／[Ａ] vs.ｔ ：３次反応 （２３･１２）

［初速度法(微分法)］

ｄ[Ａ]
（２３･１３）ln{(－ ) } vs. ln( [Ａ] )ｔ≒０ oｄｔ

［問２３・２］塩化ベンゼンジアゾニウムが分解すると，クロロベンゼンと窒素が生成する。 反応物

-３である塩化ベンゼンジアゾニウムの初濃度を １０.０ ｇ ｄｍ として，５０ ℃ で反応させたとこ

ろ，発生した窒素の気体の体積はつぎのようであった。

時間／min ６ ９ １２ １４ １８ ２２ ２４

３体積／ｃｍ １９.３ ２６.０ ３２.６ ３６.０ ４１.３ ４５.０ ４６.５

２６ ３０ ∞

４８.４ ５０.４ ５８.３

反応次数と反応速度定数を求めよ。


